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令和５年 11 月 26 日に開館した茨木市

文化・子育て複合施設「おにクル」（茨木

市駅前三丁目９番 45号）が、６月６日、

オープンから約半年（194日目）で来館者

数 100万人を突破しました。 

図書館「おにクルぶっくぱーく」や屋内

こども広場「もっくる」を中心に、現在、

平日に１日 4,000人～5,000人、土日には

それぞれ 10,000人を超える来館があり、

茨木の新たなランドマークとして定着し

ています。 

６月６日の正午頃に 100万人目の来館者となったのは、ベルリン（ドイツ）に住む菅

原（すがわら）さんご一家４人です。開館してから初めての来館、この日は一時帰国中

でご友人の方と遊びに来られたという菅原さんは、100万人目と告げられ驚いた様子で

した。 

菅原さんと福岡洋一市長は、演奏隊のファンファーレに合わせて大きなくす玉の紐を

引き、たくさんの来館者と一緒に 100万人突破をお祝いしました。 

菅原さんには、福岡市長から記念品として、おにクルグッズと 100万人目の来館者の

ためだけに作られた「おにクルミラクルメニュー」が授与されました。こちらは、ゴウ

ダホールでの親子向け公演招待チケット、プラネタリウム招待券、屋内こども広場「も

っくる」利用券、８月開催のイベント「おにくるグランピング」へのご招待、カフェ「テ

ィコラッテ」のホールケーキなど内容豊富な特別メニューとなっています。 

菅原さんは「驚きましたがいい思い出になりました。友人からこどもが楽しめる場所

と聞いているので、今日楽しんで、また来たいと思います」と声を弾ませていました。 

 

■福岡洋一市長コメント 

開館以降、想定を超える多くの方にご来館いただき、望まれている施設を作ることが

できたことを大変嬉しく思います。これからも皆さまにとって居心地のよい場となるよ

う努めてまいります。 

 

 

【報道提供資料】 

文化・子育て複合施設「おにクル」 

オープンから約半年で来館者数 100 万人を突破 

【本件に関する問合先】 

市民文化部共創推進課長  電話：072-631-0277 

福岡市長から記念品を受け取る菅原さんご一家 

 



 

【参考】文化・子育て複合施設「おにクル」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 茨木市役所前の市民会館跡地エリアに令和 

５年 11月 26日に開館した新施設・広場。 

 ホールや図書館、子育て支援、プラネタリ 

ウム、市民活動センター、芝生広場など、 

様々な機能を備えた複合施設。 

 公募と市民投票を経て決定した名称「おに 

クル」は、当時６歳の子どもが命名。まち 

のさまざまな場所で目にする鬼のキャラク 

ター「いばらき童子」を見て、「怖い鬼さん 

も楽しそうで来たくなっちゃうところ」 

という意味を込めたといいます。 

 伊東豊雄建築設計事務所が設計を手掛けており、７階建ての各フロアを貫く吹き抜

け空間「縦の道」が特徴的な建物。 

 施設の設計コンセプトは、“日々何かが起こり、誰かと出会う”。「縦の道」によって

それぞれの機能が混ざり合い、日々いろんなことがいろんな場所で起きていること

が何となく五感で感じられる、誰もが過ごしやすく、訪れたくなる「立体的な公園」

のような場をめざしています。 

 平成 27年 12月の元市民会館の閉館以降、市民の皆様と対話を通じて導かれた市民

会館跡地エリア活用のキーコンセプトは『育てる広場』。市は市民が「使いたくな

る場」を提供し、使い方や活動等は市民自身で作り上げていく考え方のもと、様々

な取組みを積み上げてきました。 

 開館以降、図書館「おにクルぶっくぱーく」や屋内こども広場「もっくる」を中心

に多くの人にご利用いただく中、令和６年４月にはゴウダホール（大ホール）のこ

けら落としを迎え、５月までにグランドオープンシリーズ８公演を開催するなど、

多様な目的で訪れる人で賑わう施設となっています。 

おにクル外観 

“縦の道”は、回遊するように７層のフロア

をつなぎ、人に出会いをもたらします 


